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第 89 回医療と福祉を考える会

身体にかかる圧を知って対策を
　２月 13 日、第 89 回医療と福祉を考

える会を合志病院（合志明彦院長）で

開催し、医師・看護師・理学療法士な

ど 18 名が参加した。

　今回は㈱モルテン林拓郎氏が、「身体

にかかる圧の影響と対策」をテーマに

実演を交えながら講演した。

　まず、身体にかかる圧が組織内部に

どのような影響を及ぼすのかを解説、

場合によっては褥瘡まで至るため、身

体にかかる圧を理解し対策をとること

の重要性を強調した。

　対策としては、寝具によるものと体

位変換、背抜き、圧抜きといった看護・

介護技術によるものが主流であると紹介し、

具体的に解説した。

　寝具の選定の方法として、第一に患者さん

の活動性・可動性によって種類を決めた上で、

離床の頻度や患者さんのよくとる姿勢、痛み

の程度など、個々の患者さんの状態を勘案し

て最終的な機種を選定することを事例を挙げ

ながら解説した。

　体位変換に関しては、体位によって皮膚表

面にかかる圧が変化することを示しながら、

ポジショニングクッションなどのツールの効

果的な活用法を実演した。

　参加者は実際にベッドを操作して背抜き・

圧抜きの必要性を体感した。

身体にかかる圧の影響を体感

エアマットの感触を確かめる参加者

2014年診療報酬改定研究会のご案内

３月 28 日（金）
　14：00 ～
尼崎商工会議所
7 階 701 会議室

●伊丹会場
　　　（医科）3 月 27 日（木）14：00 ～　伊丹シティホテル
　　　（歯科）3 月 27 日（木）19：00 ～　伊丹シティホテル

●西宮会場　
　　　（医科）3 月 25 日（火）14：00 ～　西宮勤労会館
　　　（歯科）3 月 23 日（日）15：00 ～　西宮市役所東館

●神戸会場①
　　　（医科）3 月 23 日（日）14：00 ～　兵庫県農業会館大ホール
　　　（歯科）3 月 23 日（日）10：00 ～　兵庫県農業会館大ホール

●神戸会場②
　　　（医科）3 月 29 日（土）14：00 ～　兵庫県農業会館大ホール
　　　（歯科）4 月   ６日（日）14：00 ～　保険医協会

●病院（神戸）
　　　　　　3 月 23 日（日）17：00 ～　兵庫県農業会館大ホール

●薬科
　　　　　　４月 26 日（土）15：00 ～　保険医協会

尼崎会場
（医科・診療所対象）

※当日は、資料引換ハガキを

　必ずご持参ください。
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金楽寺住宅健康教室

ロコトレでねたきりを防ごう
　2 月 13 日、金楽寺住宅で「ねたきりを防ごう」

をテーマとした健康教室を開催、綿谷茂樹副支

部長が講師を務め、住民ら 24 人が参加した。

　はじめに「ロコモーティブシンドローム」と

いう言葉の意味から説明、いつまでも歩くこと

ができる体のために学ぼうとよびかけた。

　大腿骨頸部骨折が増えており、手術をしない

限り寝たきりの原因となってしまうため、普段

からしっかりとトレーニングや骨折しない環境

づくりをする必要があると解説。先生は、「７つ

のロコチェック」をひとつひとつ参加者に呼び

かけながら確認した。

　転倒予防の知識を学ぶクイズでは、高齢者の介護が必要になる原因や骨折しやすい部位、怪我をしやすい

場所などを楽しみながら学んだ。

　最後にロコモーショントレーニングを実践、毎日つづけることが大切とアドバイスした。

参加者全員でロコトレに挑戦

　協会尼崎支部も参加する「アスベスト被害からい

のちと健康を守る尼崎の会」（会長・船越正信尼崎

医療生協理事長）は１月 25 日、尼崎労働福祉会館

で第９回総会を開き、90 人が参加した。会長に船

越先生、代表委員に八木秀満協会尼崎支部長が再任

され、森岡芳雄協会環境・公害対策部長のメッセー

ジが紹介された。

　あいさつに立った船越会長は、「高裁の公正な判

決を求める署名に、全国から９万５千筆を超える協

力をいただいた。なんとしても３月６日に高裁で勝

利判決を得たい。全国のアスベスト被害者救済のた

めに、国と企業の加害責任を明確にして、補償のた

めの基金を設けることや、曝露対象者への定期検診など、すべての被害者が救済される運動をすすめよう」と呼

びかけた。

　総会に先立ち、弁護団事務局長・八木和也弁護士が「尼崎アスベスト訴訟　到達点と控訴審の展望」と題し講演。

「神戸地裁は、周辺住民の被害について、全国で初めて加害企業の責任を認めた。しかし、医学的所見が確立して

いなかったとして国の責任を不問にするとともに、アスベストの飛散範囲を極端に狭く認定した。労災や公害に

よるアスベスト被害者は全国で１万人を超える。高裁で勝利判決を得ることは、全国の被害者を励ますものとなる」

と述べた。

アスベスト被害からいのちと健康を守る尼崎の会　総会

高裁勝利判決を得てすべての被害者救済すすめよう

すべての被害者が救済される運動をと訴える船越先生

第 482回幹事会だより
２月 21 日（金） 於 ＪＲ尼崎「折尾」　参加：４人

○ 尼崎支部の会員数と組織率
　２/20 現在　医科 380 人、歯科 144 人

○ 医療をめぐる情勢と運動対策
　当面の支部活動、地域医療、医療情勢などについて意見交換した。

○ 次回の幹事会
　３月 28 日にＪＲ立花「アッパ」にて開催。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お問い合わせは℡ 078-393-1805 長澤まで

◇ご案内◇

船越正信先生
「尼崎アスベスト公害、高裁
判決の意義と今後の運動」

3月 27 日（木）放送

通話料無料　（0120）979-451健康情報テレホンサービス

※テレホンサービスは、協会ホーム

　ページでもご覧いただけます。既

　放送分も掲載しています。

http://www.hhk.jp/

＜３月のテーマ＞

月曜日　おねしょ (夜尿症 ) と子どもの自立

火曜日　口内炎 (アフタ ) について

水曜日　ヘリコバクター・ピロリ菌の話

木曜日　アスベスト (石綿 ) による健康被害

金土日　クスリのリスク－市販薬を安全に－

支部ニュースへの投稿を募集しています

支部ニュースへの投稿を募集しています。

日常診療にかかわることや、主張、趣味のお話などお寄せ下さい。

TEL 078-393-1805 ／ FAX 078-393-1802　e-mail　naga@doc-net.or.jp　担当 ； 長澤まで


